
■
居
住
費
・
食
費
の
軽
減

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
に
入
所
ま
た
は
短
期
入
所

す
る
際
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
場
合
に
、
居
住
費
と
食
費

を
軽
減
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担

限
度
額
（
左
表
）
を
超
え
た
分
は
、

介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
市

へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
軽
減

　

特
定
の
社
会
福
祉
法
人
が
提
供

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫

婦
を
祝
賀
会
に
招
待
し
、
お
祝

い
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
高
齢
者
福
祉
課
、
ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
班
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

昭
和
39
年
4
月
1
日

か
ら
昭
和
40
年
3
月
31
日
の
間

に
婚
姻
の
届
出
を
し
、
夫
婦
と

も
健
在
で
あ
る
こ
と

■
申
込
期
限　

7
月
31
日
㈭

■
持
物　

印
鑑

■利用者負担限度額（1日あたり） 介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
軽
減
制
度

更
新
申
請
受
け
付
け
中

※（　）は、特別養護老人ホームを利用した場合
※水準額は平均的なもので、実際は施設と利用者の間で契約により決められます

利用者負担段階
居　住　費

食費ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型
個室 多床室

軽　

減　

対　

象　

者

第1
段階

世帯全員が市民税非課税で
老齢福祉年金受給者、生活
保護の受給者

820円 490円 490円
(320円） 0円 300円

第2
段階

世帯全員が市民税非課税で
合計所得金額＋課税年金収
入額が80万円以下の人

820円 490円 490円
(420円) 320円 390円

第3
段階

世帯全員が市民税非課税で
上記に該当しない人 1,310円 1,310円 1,310円

(820円) 320円 650円

【参考】

水準額 本人か世帯員いずれかが
市民税課税者 1,970円 1,640円 1,640円

（1,150円） 320円 1,380円

1
2
5
万
円
以
上

1
9
0
万
円
未
満

1
2
5
万
円
未
満

生活保護を受けている

同一世帯で住民税を課税されている人がいる

前
年
の
合
計
所
得
金

額
＋
課
税
年
金
収
入

額
が
80
万
円
以
下

老齢福祉年金を受給している

前年の合計所
得金額＋課税
年金収入額が

あなたに住民税が課税されている

第
7
段
階

基
準
額
×
1.12
5
万
5
1
0
0
円

第
5
段
階

第
4
段
階

第
6
段
階

基
準
額

4
万
9
2
0
0
円

基
準
額
×
0.75

第
1
段
階

所
得
段
階

基
準
額
に

対
す
る
割
合

基
準
額
×
0.40

3
万
6
9
0
0
円

基
準
額
×
0.85
4
万
1
8
0
0
円

第
3
段
階

基
準
額
×
0.60

第
2
段
階

基
準
額
×
0.50

2
万
9
5
0
0
円

…はい …いいえ

■介護保険料段階表

2
万
4
6
0
0
円

1
万
9
6
0
0
円

年
間
保
険
料
額

第
8
段
階

基
準
額
×
1.25
6
万
1
5
0
0
円

1
2
0
万
円
超
過

80
万
円
を
超
え

1
2
0
万
円
以
下

80
万
円
以
下

第
11
段
階

基
準
額
×
1.80
8
万
8
5
0
0
円

第
10
段
階

第
9
段
階

基
準
額
×
1.40
6
万
8
8
0
0
円

基
準
額
×
1.60
7
万
8
7
0
0
円

第
12
段
階

基
準
額
×
2.00
9
万
8
4
0
0
円

1
9
0
万
円
以
上

3
5
0
万
円
未
満

3
5
0
万
円
以
上

5
5
0
万
円
未
満

5
5
0
万
円
以
上

7
5
0
万
円
未
満

7
5
0
万
円
以
上

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

歳
以
上
の
介
護
保
険
料

香取市49,200円
年間保険料の基準額

前年の合計所得金額が

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
3
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
平
成

24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
保
険

料
の
基
準
額
は
、
4
万
9
2
0
0

円（
1
カ
月
当
た
り
4
1
0
0
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
基
準
額
を
も
と
に
、

本
人
の
前
年
中
の
所
得
や
、
世
帯

員
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
（
介
護
保
険
料
段
階

表
参
照
）。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
は
65
歳
に
な
っ
た
月

（
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
）

分
か
ら
納
め
ま
す
。

　

納
め
方
は
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
通
知
お
よ
び
納
付
書

は
7
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
の
上
、
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）

老
齢
（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年

金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

■
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）

老
齢
（
退
職
）、
遺
族
、
障
害
年

金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

　

ま
た
、
年
金
が
18
万
円
以
上
の

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

一
定
の
期
間
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

◇
65
歳
と
な
っ
た
と
き

◇
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た

と
き

◇
収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど
で

保
険
料
の
所
得
段
階
が
変
更
に

な
っ
た
と
き

◇
年
金
担
保
、
年
金
差
し
止
め
な

ど
で
年
金
が
停
止
し
た
と
き

■
口
座
振
替
が
便
利

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険

料
の
納
付
書
、預
（
貯
）
金
通
帳
、

通
帳
の
届
出
印
を
持
参
し
、
口
座

振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て

給
付
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
災
害
な
ど
の
特
別

な
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は

相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
保
険
料
を

あ
な
た
の
保
険
料
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

金
婚
祝
賀
会
へ

ご
招
待
し
ま
す

国
保
小
見
川
総
合
病
院

問
高
齢
者
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
0
8

問
高
齢
者
福
祉
課

☎
(50)
1
2
0
8

問
高
齢
者
福
祉
課　

☎
(50)
1
2
0
8

す
る
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
額
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
と
し
て

い
る
た
め
、
申
請
に
は
世
帯
全
員

の
収
入
・
預
貯
金
・
資
産
・
扶
養

状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

で
す
。
ま
ず
は
、
事
前
に
市
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
こ
れ
ら
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
も
、
6
月
30
日
㈪
で
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
更
新
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
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